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は じ め に 

 

本市では、男女共同参画を総合的・計画的に推進するため、平成１３年１２月に「川

越市男女共同参画推進条例」を制定し、あらゆる分野において、男女共同参画社会の

実現に向け取り組んでおります。 

今日では、就業率の上昇等、女性の社会進出が進みつつありますが、雇用形態や賃

金格差といった課題は依然として残っています。 

また、豊かで活力ある社会を築くためには、誰もがその人権を尊重され、様々な分

野で性別にかかわらず個性と能力を発揮できる男女共同参画社会の実現が一層求め

られています。 

こうした中、令和３年３月には「川越市男女共同参画推進条例」に基づき、「第六次

川越市男女共同参画基本計画」を策定し、社会経済情勢の変化から生じた新たな課題

に的確に対応し、男女共同参画の施策を総合的かつ計画的に推進してまいりました。 

本調査は、市民の皆様の男女共同参画についての意識や生活実態を把握し、新たな

課題を明確にすることにより、「第七次川越市男女共同参画基本計画」策定の基礎資

料とするとともに、今後の男女共同参画行政に反映させていくことを目的に実施しま

した。 

最後に、調査にご協力いただきました皆様に厚くお礼を申し上げますとともに、こ

の報告書が男女共同参画社会を進める上で、多くの方にご活用いただければ幸いです。 

 

令和５年１２月 
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